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はじめに 

 今日普通教育としての技術教育の必要性は、国際的に確認されている。国連教育文化機関

（ユネスコ）の「技術・職業教育に関する改正勧告」（1974 年）では、「技術および労働の

世界への手ほどきは、これがなければ、普通教育が不完全になるような普通教育の本質的な

構成要素になるべきである」とする原則を国際的に確認した１）。また現在では実際にも、多

くの国々で、普通教育としての技術教育が初等教育から開始され中等教育（学年の点では第

1 1 学年が平均的）まで、教科指導として行われていると指摘されている２）。 

その教育内容をみると、1980 年代以降世界各国で、「製図」、「加工」、「機械」、「電気」と

いった伝統的なものから、①「生産」ないし「製造」、②「エネルギー／動力」、③「建設／

建築」、④「情報と通信」などの内容から構成されるものへと変化してきた３）。近年では、

アメリカやフランスなどで、さらなる教育内容の再編の動きが見られる４）。 
これに対し日本の場合、普通教育としての技術教育は、教育課程上の位置づけや教育内容

という点で、世界的な動向に遅れてきたといってよいであろう。まず教育課程上での位置づ

けで見ると、①事実上中学校の技術科でしか行われておらず、しかも②技術科は、「技術・

家庭科」として、目的や性格が本来異なる家庭科と括られているという問題点が指摘されて

いる５）。また授業時間数は諸外国と比べても非常に少なく、しかも学習指導指導要領改定

のたびに減少してきた。 

また教育内容上の問題についてみると、まず 1998 年版学習指導要領６）では、「技術とも

のづくり」、「情報とコンピュータ」の２つの分野から構成されることになった。その結果同

教科においてすべての生徒が学習すべき内容は、①木材加工を中心とする材料加工、②コン
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ピュータ（とりわけアࣉリࢣーࣙࢩン・ࢯフࢺ）や࢖ンターネࢺࢵのά⏝などに㝈られるこ

とになった。この点については、機械、電気に関する内容をすべての生徒（たࡔし男Ꮚのみ）

にᒚಟさࡏるという、技術科Ⓨ㊊ᙜ初の⌮ᛕからのⴭしいᚋ㏥であるとのᢈุ㸵）がฟされ

た。 
一᪉ 2008 年版学習指導要領では、「材料と加工に関する技術」、「エネルギー変᥮に関す

る技術」、「生≀育成に関する技術」、「情報に関する技術」から構成されることになった㸶）。

この構成⮬యは、上グの世界各国の動向に合⮴したものであり、一定程ᗘホ౯することがで

きる。しかしながら、ඛ㏙のようにアメリカやフランスで技術教育の変㠉に関する㆟ㄽがᒎ

開されている現在、今ᚋ一ᒙ内容構成に関する᳨ウがồࡵられるであろう。௚᪉で、①４つ

の分野を教授するたࡵの授業時間数が༑分に確ಖすることができない、②これらの内容を

教授するたࡵの᪋設・設ഛが不༑分であることはྰ定できない㸷）。 
こうした動向に㚷み本✏では、中学校ẁ㝵の教科書を中心に、アメリカにおける普通教育

としての技術教育の動向を᫂らかにすることをព図する。 
現在アメリカにおいては、普通教育としての技術教育に関する教科を「技術科」

（technology）から「工学」（engineering）あるいは「技術・工学」（technology and 
engineering）への変᭦が㆟ㄽされている。しかしඛ行研究では、ලయ的な教育内容に㋃み

㎸ࡔࢇ研究は、ほとࢇどなされていないようにᛮわれる。 
⏣中႐⨾は、2000 年代以降の普通教育としての技術教育をࡄࡵる㆟ㄽとして、①技術教

育関ಀのᑓ門職ᅋయのࡦとつである国際技術教育༠఍（ I nt ernat ional  T ec h nol og y  E duc at ion 

A s s oc iat ion、␎⛠ ITEA）が 2 0 0 0 年にฟ版した『技術リࢸラࢩーのたࡵのスタンࢲーࢻ』 1 0 ）

（Standards for Technological Literacy、以ୗ『スタンࢲーࢻ』）にみられるように、ᚑ来

の工業技術に関する内容に加࠼て、㎰業技術や་⒪技術などの内容を加࠼る㆟ㄽ、②工学ண

ഛ教育（pre-engineering education）に関するࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉのࡦとつである Project Lead 
the Way（以ୗ PLTW）のように、工業技術中心の技術教育を᥎㐍する動きの２つがあるこ

とを指摘している１１）。しかし⏣中は、それらについて、教育内容に関するලయ的な㆟ㄽは

᳨ウしていない。 

 一᪉横尾恒隆、す ⨾Ụは、①ITEA の『スタンࢲーࢻ』、②PLTW に関する諸㈨料、

③その௚の「工学」、「技術・工学」教育に関する㆟ㄽなどを分ᯒし、教科「技術科」か

ら「工学」、「技術・工学」への変᭦に関する㆟ㄽ動向を᳨ウしている１２）。しかしこの

研究においても、教育内容については、PLTW の教育課程編成のᯟ⤌みにゐれているのに

㐣ࡂない。 

 さらに⛅⏣ᝆ里は、PLTW の教育課程、教科書、さらにはいくつかの学校での実㊶౛に

関する㈨料を分ᯒし、同ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉの教育内容の≉ᚩをゎ᫂している１３）。しかし⛅⏣

の分ᯒは、「設ィ」に関する内容に㝈定され、その௚の分野の内容に関するゝཬはほとࢇ

どなされていない。 

 以上のඛ行研究の動向に㚷み本✏では、日本の中学校に┦ᙜする࣑ࢻル・スࢡール対㇟



Ⳣ原　ᜨᙪ・ᶓᑿ　ᜏ㝯・ୖ里　正⏨162

ピュータ（とりわけアࣉリࢣーࣙࢩン・ࢯフࢺ）や࢖ンターネࢺࢵのά⏝などに㝈られるこ

とになった。この点については、機械、電気に関する内容をすべての生徒（たࡔし男Ꮚのみ）

にᒚಟさࡏるという、技術科Ⓨ㊊ᙜ初の⌮ᛕからのⴭしいᚋ㏥であるとのᢈุ㸵）がฟされ

た。 
一᪉ 2008 年版学習指導要領では、「材料と加工に関する技術」、「エネルギー変᥮に関す

る技術」、「生≀育成に関する技術」、「情報に関する技術」から構成されることになった㸶）。

この構成⮬యは、上グの世界各国の動向に合⮴したものであり、一定程ᗘホ౯することがで

きる。しかしながら、ඛ㏙のようにアメリカやフランスで技術教育の変㠉に関する㆟ㄽがᒎ

開されている現在、今ᚋ一ᒙ内容構成に関する᳨ウがồࡵられるであろう。௚᪉で、①４つ

の分野を教授するたࡵの授業時間数が༑分に確ಖすることができない、②これらの内容を

教授するたࡵの᪋設・設ഛが不༑分であることはྰ定できない㸷）。 
こうした動向に㚷み本✏では、中学校ẁ㝵の教科書を中心に、アメリカにおける普通教育

としての技術教育の動向を᫂らかにすることをព図する。 
現在アメリカにおいては、普通教育としての技術教育に関する教科を「技術科」

（technology）から「工学」（engineering）あるいは「技術・工学」（technology and 
engineering）への変᭦が㆟ㄽされている。しかしඛ行研究では、ලయ的な教育内容に㋃み

㎸ࡔࢇ研究は、ほとࢇどなされていないようにᛮわれる。 
⏣中႐⨾は、2000 年代以降の普通教育としての技術教育をࡄࡵる㆟ㄽとして、①技術教

育関ಀのᑓ門職ᅋయのࡦとつである国際技術教育༠఍（ I nt ernat ional  T ec h nol og y  E duc at ion 

A s s oc iat ion、␎⛠ ITEA）が 2 0 0 0 年にฟ版した『技術リࢸラࢩーのたࡵのスタンࢲーࢻ』 1 0 ）

（Standards for Technological Literacy、以ୗ『スタンࢲーࢻ』）にみられるように、ᚑ来

の工業技術に関する内容に加࠼て、㎰業技術や་⒪技術などの内容を加࠼る㆟ㄽ、②工学ண

ഛ教育（pre-engineering education）に関するࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉのࡦとつである Project Lead 
the Way（以ୗ PLTW）のように、工業技術中心の技術教育を᥎㐍する動きの２つがあるこ

とを指摘している１１）。しかし⏣中は、それらについて、教育内容に関するලయ的な㆟ㄽは

᳨ウしていない。 

 一᪉横尾恒隆、す ⨾Ụは、①ITEA の『スタンࢲーࢻ』、②PLTW に関する諸㈨料、

③その௚の「工学」、「技術・工学」教育に関する㆟ㄽなどを分ᯒし、教科「技術科」か

ら「工学」、「技術・工学」への変᭦に関する㆟ㄽ動向を᳨ウしている１２）。しかしこの

研究においても、教育内容については、PLTW の教育課程編成のᯟ⤌みにゐれているのに

㐣ࡂない。 

 さらに⛅⏣ᝆ里は、PLTW の教育課程、教科書、さらにはいくつかの学校での実㊶౛に

関する㈨料を分ᯒし、同ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉの教育内容の≉ᚩをゎ᫂している１３）。しかし⛅⏣

の分ᯒは、「設ィ」に関する内容に㝈定され、その௚の分野の内容に関するゝཬはほとࢇ

どなされていない。 

 以上のඛ行研究の動向に㚷み本✏では、日本の中学校に┦ᙜする࣑ࢻル・スࢡール対㇟

163現代ア࣓ࣜ࢝におけるᬑ通教育としてのᢏ⾡教育教⛉᭩の研究

の教科書『工学への門戸』１４）（G atew ay  to E ngineering）を分ᯒし、その全య的な内容構

成上の≉ᚩをゎ᫂する。つࡂに普通教育としての技術教育において伝統的に㔜要な位置を

༨ࡵてきた材料加工・製造技術に関する内容の≉ᚩをゎ᫂することをព図する。 

 

㸯㸬࣓࢝ࣜ࢔にࡿࡅ࠾ᬑ㏻ᩍ⫱ࡢ࡚ࡋ࡜ᢏ⾡ᩍ⫱ྥືࡢ 

㸦㸯㸧ᩍ⛉ྡࠕࡢᢏ⾡⛉ࠖࠕࡽ࠿ᕤᏛࠖࠕࠊᢏ⾡࣭ᕤᏛࠖࡢ࡬ኚ᭦に㛵ࡿࡍ㆟ㄽ 

1 9 8 0 年代までアメリカの普通教育としての技術教育の教科は、「産業科」（࢖ンࢲスࢺ

リアル・アーࢶ、indus t rial  art s ）と࿧ばれていた。その内容は、製図、木工、㔠工などの内

容から構成されるものであり、実習ᐊのస業を通ࡌた㐨ල・機械の౑⏝技⬟や材料、工程の

⌮ゎなどが㔜どされていた。しかし 1 9 8 0 年代に産業科は、「技術科」に⛣行していった。

ᚋ⪅は、「コ࣑ュࢣࢽーࣙࢩン技術」、「建築技術」、「製造技術」、「エネルギー／動力

／㍺㏦技術」などの内容から構成され、๓⪅で㔜どされていた工ල等の౑⏝技⬟や材料や工

程等の⌮ゎに加࠼て、①⮬↛科学や数学との┦関が図られ、②科学的ᴫᛕのᙧ成がᙉㄪされ

るようになっている等の≉ᚩが指摘されている１５）。 

 さらに 1 9 9 0 年代から 2 0 0 0 年代にかけて、技術教育の内容を一ᒙ㧗ᗘ化する動きが㢧ⴭ

になってきた。アメリカの技術教育関ಀᑓ門職ᅋయであるඛ㏙の I T E A は、 1 9 9 4 年に開始

された「すべてのアメリカ人のたࡵの技術」ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ（Technology for All Ameri- 
cans Project）の成果として、 2 0 0 0 年には、2 1 世⣖の技術教育としてᢅうべき内容を♧し

た『スタンࢲーࢻ』１６）をฟ版した。 

 その内容は、「技術と本質」、「技術と♫఍」、「設ィ」、「技術♫఍で必要な⬟力」、

「設ィされた世界」（་⒪技術、㎰業ཬび関連するࢪࣟࣀࢡࢸー、エネルギーと動力技術、

情報通信技術、㍺㏦技術、製造技術、建設技術）から構成されている。 

この『スタンࢲーࢻ』は、製స実習よりも設ィを㔜どしており、工場労働⪅の職ົ内容よ

りも技ᖌ（エンࢽࢪア）のそれをᇶ┙としたものとなっている。これは、現代のࢡࢸ࢖ࣁ♫

఍の฿来による技術の㧗ᗘ化を、それまでの技術教育よりもព㆑したものであるとい࠼よ

う。 

 2 0 0 0 年代以降、この『スタンࢲーࢻ』がᥦ㉳した技術教育㧗ᗘ化の㊰⥺が、一ᒙ㐍ࡵら

れ、ඛ㏙のように教科のྡ⛠を「技術科」から「工学」あるいは「技術・工学」へと変᭦す

ることも㆟ㄽされている。これには、①技術教育への࢖メーࢪアࣉࢵ、②（学力向上が㆟ㄽ

になっている）数学や科学の教育との関ಀをᙉ化するといったഃ㠃のほかに、技術が┈々㧗

ᗘ化し、それをᢸう人材が多く必要とされるにもかかわらず、実際には技術に関心をᣢつ成

人やᏊどもたࡕが少なく、ᑗ来技術⪅が不㊊するྍ⬟性が㧗くなっていることへの༴機ឤ

があると指摘されている１㸵）。 

 すでに初等学校、࣑ࢻル・スࢡールや࢖ࣁ㺃スࢡールにおける「工学」教育へのྲྀり⤌み

も始まりつつある。全⡿工学アカ࣑ࢹー（National Academy of Engineering）等による報

告書『ᗂ⛶ᅬから第 1 2 学年における工学』（Engineering in K-12 Education）は、そのよ
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うなヨみに関する⣙ 2 0 のヨ行ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉをิᣲしている１㸶）。本✏が対㇟とする『工学

への門戸』をฟ版した工学教育ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉである P L T W も、こうしたヨ行ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ

のࡦとつである。ᚋ㏙するように同ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉは、୺として࢖ࣁ㺃スࢡールの生徒を対㇟

に、４年ไ大学工学⣔学部㐍学‽ഛを中心とした工学教育ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉである。 

技術科を「工学」教育化することに対しては、関ಀ⪅の中に異ㄽもᏑ在する。それは、「工

学」教育が、ᚑ来技術教育に関する科目をዲࢇでᒚಟしてきたᏊども、㟷年（とりわけ㯮人

やࣄスࢡࢵࢽࣃ⣔などの少数Ẹ᪘やప学力⪅など）に対ᛂできないというものである１㸷）。 

 しかしこのような㆟ㄽがᏑ在するにもかかわらず、ඛ㏙の『スタンࢲーࢻ』をฟ版した

I T E A が国際技術・工学教育⪅༠఍（ I nt ernat ional  T ec h nol og y  and E ng ineering  E duc at ors  

A s s oc iat ion、␎⛠ I T E E A ）へと改⛠された２㸮）ことにもみられるように、技術科教育を「工

学」あるいは「技術・工学」教育へと㌿᥮さࡏる㆟ㄽは、かなり㐍ࢇできている。こうした

㆟ㄽは、全⡿的な技術教育ᅋయの一つである「࣑ࢵࢩࢩピࣦ࢓リ技術教ᖌ教育఍㆟」

（M is s is s ip p i V al l ey  T ec h nol og y  T eac h er E duc at ion C onf erenc e）でもάⓎにᒎ開されている。 

 

（２）PLTWの教育課程の枠組みと『工学への門戸』の位置づけ 

 こうした≧ἣに㚷み本✏では、࣑ ールの生徒を対㇟とする教科書『工学への門ࢡル・スࢻ

戸』を分ᯒ対㇟とする。 

まず同教科書の分ᯒにධる๓に、同書を教科書のࡦとつとする工学教育ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉで

ある P L T W について㏙べる。ඛ㏙のように P L T W は、４年ไ大学工学⣔学部㐍学‽ഛをす

ることをᇶ本的な目的としており、数学、科学に関する㧗ᗘな教育とともに、工学に関する

ᇶ♏教育を行うことがព図されている２１）（なおこのࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉには、生≀་⒪科学

（B iom edic al  s c ienc e）に関するࢢࣟࣉラ࣒もᏑ在するが、今ᅇその内容は๭ឡする）。 

 つࡂにその工学カリ࢟ュラ࣒のᇶ本的な構成についてみることとする２２）。その内容は、

①ᇶ♏科目（工学の原⌮、ࢪࢹタル電Ꮚ工学、工学設ィධ門）、②ᑓ門分化した科目（コン

ピュータ᥼⏝製造、ᅵ木工学ཬび建築術、⯟✵Ᏹᐂ工学、࢜࢖ࣂ技術工学から１つ㑅ᢥ）、

③㡬点科目（༞業研究に┦ᙜするもの）より構成されている。 

 以上のように P L T W は、４年ไ大学工学⣔学部への㐍学‽ഛ教育をࡊࡵしたࢡ࢙ࢪࣟࣉ

ル・スࢻールẁ㝵のみならず࣑ࢡス・࢖ࣁ、は、現在ではࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉである。しかし同ࢺ

ールもฟてきていࢡル・スࢻラ࣒も開Ⓨされ、実際にそれにཧ加する࣑ࢢࣟࣉールẁ㝵のࢡ

る。 

 これは、P L T W 実᪋の㐣程で、࣑ࢻル・スࢡールでも同ᵝな教育を行った᪉が、࢖ࣁ㺃ス

であるといわれている。しかࡵラ࣒ཧ加⪅がቑ加するとの㆟ㄽがฟたたࢢࣟࣉールでのࢡ

し࣑ࢻル・スࢡールの場合、ᑗ来の４年ไ大学工学⣔学部㐍学⪅のቑ加をព図しているもの

の、その対㇟をこの✀の教育機関のᚿᮃ⪅のみを対㇟としているのではなく、その学校の多

くの生徒を対㇟としており、そのព࿡でඛ㏙の普通教育としての技術教育の「工学」教育へ

の㌿᥮の動きの一⩼をᢸっているということができる２３）。 
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うなヨみに関する⣙ 2 0 のヨ行ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉをิᣲしている１㸶）。本✏が対㇟とする『工学
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（M is s is s ip p i V al l ey  T ec h nol og y  T eac h er E duc at ion C onf erenc e）でもάⓎにᒎ開されている。 
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 本✏で対㇟とする『工学への門戸』は、P L T W の࣑ࢻル・スࢡールẁ㝵のカリ࢟ュラ࣒

開Ⓨの成果として、2 0 1 0 年にฟ版されたものである。以ୗでは、同書の内容を分ᯒし、そ

の内容的な≉ᚩを᫂らかにする。 

 

㸰㸬ࠗ ᕤᏛࡢ࡬㛛ᡞ࠘ࡢᵓᡂ࡜඲యീ 

᭱初に『工学への門戸』の構成と全యീを♧すこととする。同書は㸪第 1 部から第 6 部で

構成されている（⾲ཧ↷）。それࡒれに❶と⠇があり目ḟなどྵࡵると 430 㡫になり㸪日本

の中学校技術科で౑⏝される技術科の教科書に比べると㡫数が⣙ 1.7 ಸとなっている。 
⾲にも♧されているように同書は、「工学ධ門」、「工学的なアࢹ࢖アの伝㐩」、「工学

設ィのࣔࢹル化」、「工学におけるエネルギー฼⏝」、「電気と電Ꮚ」、「生産ࢩス࣒ࢸ」

といった㡯目から構成されているけれども、その中心となっているのは、ᚋ㏙するように第

6 部「生産ࢩス࣒ࢸ」であると⪃࠼られる。まず第 1 部は、࢞ 㸪ࡕンスとしてのᙺ๭をᣢࢲ࢖

生徒に「技術とはఱか」等について⪃࠼さࡏることをព図している。第 2 部からはලయ的な

内容にධることとなっている。その内容は「工学設ィの㐣程」（第 2 部）、「工学設ィのࣔࢹ

ル化」（第 3 部）、「エネルギー」（第 4 部）、「電気・電Ꮚ」（第 5 部）、「生産ࢩス࣒ࢸ」（第 6
部）となっている。 
 以ୗでは、『工学への門戸』の各部、❶、⠇ࡈとのᴫ要をみることとする。 
 
ձ ➨ 1㒊ࠕᕤᏛධ㛛 㸦ࠖIntroduction to Engineering㸧２４） 

 第 1 部は、「工学と技術」（Engineering and Technology）、「技術の㈨※とࢩス࣒ࢸ」

（Technological Resources and Systems）の 2 つの❶に分かれている。ここでは㸪࢞ࢲ࢖

ンス的な内容が多く、生徒に「工学や技術とはఱであるか」などの内容を⪃࠼さࡏることが

ព図されている。同部のうࡕ第２❶「技術の㈨※とࢩス࣒ࢸ」では、技術は必ずしも฼点ࡔ

けではなく、大気ởᰁや㓟性㞵にも見られるように⎔ቃや♫఍にᝏᙳ㡪をཬࡰすこともあ

るということを学習するように㓄៖されている。 
 
ղ ➨ 2㒊ࠕᕤᏛⓗࡢ࢔ࢹ࢖࢔ఏ㐩 㸦ࠖCommunicating Engineering Ideas㸧２５） 

 第 2 部は、「工学設ィの㐣程」（Engineering Design Process）、「フリーࣁンࢻによる技術

的なスࢳࢵࢣ」（Freehand Technical Sketching）、「見ྲྀり図」（Pictorial Sketching）、「リ

の（Reverse Engineering）「ࢢアリンࢽࢪースエンࣂ 4 つの❶に分かれている。ここでは㸪

「工学設ィの㐣程」など設ィの㐣程に関する諸ᴫᛕを⌮ゎさࡏると同時に、製図など設ィに

関する▱㆑や技⬟の習ᚓが㔜どされている。 
 

ճ ➨ 3㒊ࠕᕤᏛタィࣝࢹࣔࡢ໬ 㸦ࠖModeling Engineering Designs㸧２６） 

 第 3 部「工学設ィのࣔࢹル化」は、「ಀ数ࣔࢹル」（Parametric Modeling）、「ヨసရの製

స」（Prototyping）の２つの❶に分かれている。この⟠ᡤは、第２部の設ィに関する内容を 
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ཷけ、①部ရの動సに関するコンピュータ・࣑ࢩュࣞーࣙࢩン、②ヨసရ製సのたࡵに必要

な材料や工ලについて学ࡪ部分となっている。 
 
մ ➨ 4㒊ࠕᕤᏛにࡢ࣮ࢠࣝࢿ࢚ࡿࡅ࠾฼⏝ 㸦ࠖThe Use of Energy in Engineering㸧２㸵） 

 第 4 部は、「エネルギー」（Energy）、「エネルギーの㌿㏦」（Transfer of Energy）、「ὶయ

動力」（Fluid Power）㸪「㣕行とᏱᐂ」（Flight and Space）の 4 つの❶に分かれている。こ

こでは㸪エネルギーを生みฟす᪉ἲやその㌿㏦᪉ἲなどについて学習することになってい

る。この⟠ᡤでは、᭱ 初にエネルギーの定⩏について㏙べた上で、①さまࡊまなⓎ電᪉ἲ（㢼

力、ኴ㝧ග、ᆅ⇕、原Ꮚ力など）、②༢⣧機械（ネࢸ、ࢪコ、㍯㍈）やṑ㌴機構といった伝

㐩機構について教授することになっている。 
またこの第 4 部では、ᅽ力やỈ力などὶయの力についても学習するほか、第 12 ❶「㣕行

とᏱᐂ」では、⩼など⯟✵機の㣕行をไᚚする機構、さらにはࢺࢵ࢙ࢪ・エンࢪンをྵࡴ内

⇞機関の௙⤌みやࣟࢺࢵࢣ工学などの内容もྲྀり上ࡆられている。 
 
 
 

 
12 

 

第 13 章「電気の⌮ㄽ」（ Elect r i ca l  Theory） 250 ~267 頁  

第 14 章「電気ᅇ㊰」（ Elect r i ca l  C ir cu i t s） 268~281 頁  

第 15 章「電子工学」（ Elect roni cs） 282~299 頁  

第 6 部「⏕⏘システム」（ PRODUCTION SYSTEM） 299~393 頁  

第 16 章「製㐀」（Manufac tur ing） 300~323 頁  

第 17 章「ࣟ࣎ッࢺ工学」（ Robot i cs） 324~343 頁  

第 18 章「࢜ー࣓ࢺーシࣙン」（ Automation） 344~359 頁  

第 19 章「ᅵᮌ工学とᘓ⠏術」（ Civi l  E ngineer ing  and  Archi te cture） 

360~377 頁  

第 20 章「᪂⯆の技術」（ Emerging  Technology） 378~393 頁  

⾲  ࠗ工学࡬の門ᡞ࠘のෆᐜᵓᡂ  

（ G .  R o g e r s ,  M .  W r i g h t ,  B .  Y a t e s ,  G a t e w a y  t o  E ng in ee r in g ,  p p . i i i - i v より作
ᡂ）ࠋ  
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յ ➨ 5㒊ࠕ㟁Ẽ࣭㟁Ꮚ 㸦ࠖElectricity and Electronics㸧２㸶） 

 第 5 部「電気・電Ꮚ」は、「電気の⌮ㄽ」（Electrical Theory）、「電気ᅇ㊰」（Electrical 
Circuits）、「電Ꮚ工学」（Electronics）の 3 つの❶に分かれている。この⟠ᡤは、原Ꮚの構

造なども㋃ま࠼て、電気や電Ꮚ工学について学習する部分となっている。なおⓎ電機につい

ては、関ಀするἲ則をもとにその学習をすることになっている。また電Ꮚ工学と関連して、

など現代の電Ꮚ工学技術ࢺーࢤ⌮さらには、２㐍ἲのィ⟬やㄽ、ࢻー࢜࢖ࢲスタやࢪランࢺ

に関連する▱㆑についてもྲྀり上ࡆている。 
 
ն ➨ 6㒊࣒ࢸࢫࢩ⏘⏕ࠕ 㸦ࠖProduction System㸧２㸷） 

 第 6 部「生産ࢩス࣒ࢸ」は、「製造」（Manufacturing）、「ࣟ࣎ࢺࢵ工学」（Robotics）、「࢜

ーࢺメーࣙࢩン」（Automation）、「ᅵ木工学と建築術」（Civil Engineering and 
Architecture）、「᪂⯆の技術」（Emerging Technology）の 5 つの❶に分かれている。ここ

では、成ᙧ、㘫造、㗪造などの製造技術を学習するࡔけではなく、現代の製造技術に必要不

ྍḞな「ࣟ࣎ࢺࢵ工学」や「࢜ーࢺメーࣙࢩン」について学習することになっている。また

ᚋ༙では、ᅵ木技術や᪂⯆の技術（ࢪࣟࣀࢡࢸ࢜࢖ࣂー、ࢪࣟࣀࢡࢸࣀࢼーなど）について

ゐれている。 
 
以上のように本書の内容は㸪多ᒱにわたっている。しかし本書の場合、第 2 部「工学的ア

は、཮᪉とも設ィに関する内容なので、そ「ル化ࢹ工学設ィのࣔ」アの伝㐩」と第３部ࢹ࢖

のᇶ本的な内容構成は、「設ィ」Ѝ「エネルギー」Ѝ「電気・電Ꮚ」Ѝ「生産ࢩス࣒ࢸ」と

いうὶれになっており㸪それࡒれの部分の内容は第 6 部「生産ࢩス࣒ࢸ」に↔点化されるよ

うな構成となっている。 
まず「設ィ」は、製ရの製造にඛ立って᭱初に行われるస業である。つࡂに「エネルギー」

は、Ⓨ電のほか、生産に౑⏝される機械に౑⏝される動力の伝㐩機構等、製造に必要な機械

に関する内容をྵࢇでいる。さらに「電気・電Ꮚ」は、今日の工場での生産ά動に౑⏝され

る機械や⿦置のస動に不ྍḞなものである。このように⪃࠼ると『工学への門戸』の内容は、

製造に関する技術を中心に構成されていると⪃࠼られる。 
こうした同書の内容編成は、①1980 年代以降、「産業科」から変わって普通教育としての

技術教育の୺ὶとなった「技術科」、②ITEA『スタンࢲーࢻ』とは、内容的にかなり異なる

≉ᚩをᣢつようにᛮわれる。 
まず①の「技術科」についてであるが、同教科の代⾲的な教科書のࡦとつである『技術㸸

今日とᮍ来』（Technology: Today and Tomorrow）３㸮）の内容は、「コ࣑ュࢣࢽーࣙࢩン」、

「製造」、「㐠㍺」、「建設」といったように産業ูに構成されている。したがってその内容構

成は、工業技術に関するものとはい࠼、製造に関する技術を中心とするものとはい࠼ない。

つࡂに②の「スタンࢲーࢻ」の内容構成をみると、工業技術に関する内容以外に、་⒪技術、

㎰業技術に関するそれも加࠼られており、ますます製造技術を中心とした内容とはい࠼な
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յ ➨ 5㒊ࠕ㟁Ẽ࣭㟁Ꮚ 㸦ࠖElectricity and Electronics㸧２㸶） 

 第 5 部「電気・電Ꮚ」は、「電気の⌮ㄽ」（Electrical Theory）、「電気ᅇ㊰」（Electrical 
Circuits）、「電Ꮚ工学」（Electronics）の 3 つの❶に分かれている。この⟠ᡤは、原Ꮚの構

造なども㋃ま࠼て、電気や電Ꮚ工学について学習する部分となっている。なおⓎ電機につい

ては、関ಀするἲ則をもとにその学習をすることになっている。また電Ꮚ工学と関連して、

など現代の電Ꮚ工学技術ࢺーࢤ⌮さらには、２㐍ἲのィ⟬やㄽ、ࢻー࢜࢖ࢲスタやࢪランࢺ

に関連する▱㆑についてもྲྀり上ࡆている。 
 
ն ➨ 6㒊࣒ࢸࢫࢩ⏘⏕ࠕ 㸦ࠖProduction System㸧２㸷） 

 第 6 部「生産ࢩス࣒ࢸ」は、「製造」（Manufacturing）、「ࣟ࣎ࢺࢵ工学」（Robotics）、「࢜

ーࢺメーࣙࢩン」（Automation）、「ᅵ木工学と建築術」（Civil Engineering and 
Architecture）、「᪂⯆の技術」（Emerging Technology）の 5 つの❶に分かれている。ここ

では、成ᙧ、㘫造、㗪造などの製造技術を学習するࡔけではなく、現代の製造技術に必要不

ྍḞな「ࣟ࣎ࢺࢵ工学」や「࢜ーࢺメーࣙࢩン」について学習することになっている。また

ᚋ༙では、ᅵ木技術や᪂⯆の技術（ࢪࣟࣀࢡࢸ࢜࢖ࣂー、ࢪࣟࣀࢡࢸࣀࢼーなど）について
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に関する内容をྵࢇでいる。さらに「電気・電Ꮚ」は、今日の工場での生産ά動に౑⏝され

る機械や⿦置のస動に不ྍḞなものである。このように⪃࠼ると『工学への門戸』の内容は、

製造に関する技術を中心に構成されていると⪃࠼られる。 
こうした同書の内容編成は、①1980 年代以降、「産業科」から変わって普通教育としての

技術教育の୺ὶとなった「技術科」、②ITEA『スタンࢲーࢻ』とは、内容的にかなり異なる

≉ᚩをᣢつようにᛮわれる。 
まず①の「技術科」についてであるが、同教科の代⾲的な教科書のࡦとつである『技術㸸

今日とᮍ来』（Technology: Today and Tomorrow）３㸮）の内容は、「コ࣑ュࢣࢽーࣙࢩン」、

「製造」、「㐠㍺」、「建設」といったように産業ูに構成されている。したがってその内容構

成は、工業技術に関するものとはい࠼、製造に関する技術を中心とするものとはい࠼ない。

つࡂに②の「スタンࢲーࢻ」の内容構成をみると、工業技術に関する内容以外に、་⒪技術、

㎰業技術に関するそれも加࠼られており、ますます製造技術を中心とした内容とはい࠼な
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いものになっている。それらと比㍑すると『工学への門戸』の内容編成は、製造技術を中心

に編成されたものと見ることができ、この点にὀ目する⏣中႐⨾３１）、⛅⏣ᝆ里の指摘３２）

は、ጇᙜなものࡔと見ることができる。 
 
㸱㸬ࠗ ᕤᏛࡢ࡬㛛ᡞ࠘にࡿࡅ࠾ᮦᩱຍᕤ࣭〇㐀ᢏ⾡ࡢศ㔝ࡢෆᐜࡢ≉ᚩ 

 ୰ᚰにࢆ㒊ศࡢ࣒ࠖࢸࢫࢩ⏘⏕ࠕ̿̿

つࡂに『工学への門戸』の第６⠇「生産ࢩス࣒ࢸ」の内容について᳨ウする。この⠇は、

「製造」、「ࣟ࣎ࢺࢵ工学」、「࢜ーࢺメーࣙࢩン」、「ᅵ木工学と建築術」、「᪂⯆の技術」の内

容で構成されている。しかしඛ㏙のように、「設ィ」Ѝ「エネルギー」Ѝ「電気・電Ꮚ」Ѝ

「生産ࢩス࣒ࢸ」というᙧで本書の内容が、製造技術に↔点化されているとᤊ࠼るならば、

本書の「生産ࢩス࣒ࢸ」で、㔜どされているのは、「製造」、「ࣟ࣎ࢺࢵ工学」、「࢜ーࢺメー

られる。したがってここでは、これら３⪅の内容について᳨ウ࠼⪄ン」の３つであるとࣙࢩ

する。 
 
㸦㸯㸧〇㐀３３） 

ここでは᭱初に、第 16 ❶「製造」の内容から見ることにする。この「製造」の内容は、

㘫造、㗪造ࣉ、 ラスࢡࢵࢳ成ᙧなど、現代の工場などで฼⏝されている加工ἲを中心にྲྀり

ᢅっている。一᪉ᚋ㏙するように手工ලを౑⏝した木材や㔠ᒓなどの加工は、第 3 部「工学

設ィのࣔࢹル化」の中にある「ヨసရの設ィ」でྲྀり上ࡆられている。 
まず第 1 ⠇「製造の㔜要性」では、製造の㔜要性とともに、そのṔྐ的Ⓨᒎ㐣程が㏙べら

れている。そこでは 1800 年๓ᚋの時ᮇをቃにして、製造がಶ々の職人の手స業によるもの

から、஫᥮性部ရを⏝いた大㔞生産へと変化していったことが㏙べられている、 
つࡂに第２⠇「製造工程」は、工場などにおける製造工程に関するㄝ᫂に඘てられている。

そこでは、製造工程における୺要な加工ἲとして「成ᙧ」、「㗪造とࣉラスࢡࢵࢳ成ᙧ」、「分

㞳」、「᥋合」、「ㄪᩚ」をᣲࡆた上で、それࡒれの加工ἲについてㄝ᫂している。 
 まず成ᙧについては、材料をษらずにᙧや大きさを変࠼る㐣程ࡔとつ定している。その᪉

ἲとしては㸪⇕間成ᙧと෭間成ᙧがᣲࡆられている。そのう࠼で๓⪅はࣉ、 ラスࢡࢵࢳの大

部分の加工に౑⏝される一᪉、一部の材料は、ᚋ⪅によって製造されることをㄝ᫂している。 
また⇕間成ᙧの౛として、「ᢲしฟし成ᙧ」や「㘫造」をᣲࡆ、ᚋ⪅については㸪⇕と力

を౑って㔠ᒓを成ᙧする᪉ἲであるとㄝ᫂している。また㘫造には、大きな⇕や力を必要と

するので大きな工業⏝のࣞࣉス機械を⏝いることにもゝཬしている。 
 つࡂに㗪造とࣉラスࢡࢵࢳ成ᙧをྲྀり上ࡆている。これらのうࡕ㗪造については、ணࡵᾮ

యにした材料を㗪ᆺにὀࡂ、それをจᅛさࡏたᚋ、㗪ᆺをྲྀり外して製ရを製造する᪉ἲࡔ

とㄝ᫂している。 
 またここではࣉ、 ラスࢡࢵࢳ成ᙧについてもゐれている。それと関連してࣉラスࢡࢵࢳは

㔠ᒓに比べ非常に᪩く成ᙧできることにもࡩれている。またࣉラスࢡࢵࢳ成ᙧの代⾲的な
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౛として「ᑕฟ成ᙧ」、「┿✵成ᙧ」、「ࣟࣈー成ᙧ」について⤂௓している。そのうࡕ┿✵成

ᙧについては、ᯈ≧のࣉラスࢡࢵࢳをᆺの上にᩜいた上で、๓⪅を⁐けない程ᗘに加⇕し、

ᰂらかくなったࣉラࢡࢵࢩᯈとそれがᩜかれているᆺの間の✵気をᢤいて┿✵≧ែにし、

それによって材料をᆺにᐦ╔さࡏ成ᙧする᪉ἲࡔとㄝ᫂している。 
このほか「製造」については、材料のษ᩿などの「分㞳」、材料の᥋合などの「結合」、⇕

ฎ⌮などの「ㄪᩚ」にもゐれている。 
 
㸦㸰㸧ࣟ࣎ࢺࢵᕤᏛ３４） 

第 17 ❶は、「ࣟ࣎ࢺࢵ工学」についての学習に඘てられている。まずこの❶では、ࣟ ࢵ࣎

まな✀㢮があり、ಶ人⏝、⿵ຓ⏝、་⒪⏝、㌷事⏝、㜵≢⏝、⯪外స業⏝などࡊにはさまࢺ

のものに加࠼て産業⏝のものもあることにゐれている。また PLTW という工学教育ࢪࣟࣉ

「工学ࢺࢵ࣎ࣟ」との関ಀで編㞟された教科書という性格から、『工学への門戸』のࢺࢡ࢙

部分については、ࣟ そのものに↔点をᙜて㸪ࣟࢺࢵ࣎ のṔྐや✀㢮㸪さらには動సのࢺࢵ࣎

௙⤌みなどの学習内容で構成されている点に≉Ⰽがあるということができる。 
 
㸦㸱㸧࣮࢜３５ࣥࣙࢩ࣮࣓ࢺ） 

つࡂの第 18 ❶では、「࢜ーࢺメーࣙࢩン」についてㄝ᫂している。まず第１⠇「あなた᪉

の世界の࢜ーࢺメーࣙࢩン」では、現代♫఍の日常生άで฼⏝されている「࢜ーࢺメーࣙࢩ

ン」についてゐれ、現代の౽฼な生άが࢜ーࢺメーࣙࢩンにᨭ࠼られていることを⤂௓して

いる。 
またこの❶では、࢜ ーࢺメーࣙࢩンとは、ࢭンࢧーに信ྕがධ力され、それにᛂࡌて௙事

が⮬動的に行われることにもゐれている。さらに࢜ーࢺメーࣙࢩンが౑われている౛とし

て㸪෭ᬮᡣ⏝の⮬動 ᗘㄪ⠇⿦置などをᣲࡆている。 
 つࡂにྲྀり上ࡆられているのは、製造工場の中で⏝いられる࢜ーࢺメーࣙࢩンである。そ

こでは、࢜ ーࢺメーࣙࢩン化によってᚓられた製造の฼点についてもゐれている。その内容

は、ᾘ㈝⪅がపコスࢺで製ရを手にධれることができることや、ရ質のⰋい製ရを製造する

ことがྍ⬟になったことである。 
以ୗでは、⮬動化された製造工程として同書がᣲࡆている、「コンピュータ᥼⏝設ィ」

（CAD）、「コンピュータ᥼⏝製造」（CAM）、「コンピュータ統括製造」（CIM）、「ࢢࣟࣉラ

(FMS)「࣒ࢸスࢩᰂ㌾製造」、（work cell）「ルࢭస業」、ーラ」（PLC）ࣟࢺコンࢡࢵࢪルࣟࣈ࣐
の部分のグ㏙についてみることとする。 
 
ձ ࢱ࣮ࣗࣆࣥࢥ᥼⏝タィ㸦CAD㸧３６） 

 まず「コンピュータ᥼⏝設ィ（Computer-aided-design）」（以ୗ「CAD」）についてのㄝ

᫂がある。本書では、「CAD」とは、コンピュータ⏬㠃の中で୕ḟඖࣔࢹルの製ရの設ィ図

をᥥくことができるࢩス࣒ࢸであるとㄝ᫂している。 
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౛として「ᑕฟ成ᙧ」、「┿✵成ᙧ」、「ࣟࣈー成ᙧ」について⤂௓している。そのうࡕ┿✵成
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このほか「製造」については、材料のษ᩿などの「分㞳」、材料の᥋合などの「結合」、⇕

ฎ⌮などの「ㄪᩚ」にもゐれている。 
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第 17 ❶は、「ࣟ࣎ࢺࢵ工学」についての学習に඘てられている。まずこの❶では、ࣟ ࢵ࣎

まな✀㢮があり、ಶ人⏝、⿵ຓ⏝、་⒪⏝、㌷事⏝、㜵≢⏝、⯪外స業⏝などࡊにはさまࢺ

のものに加࠼て産業⏝のものもあることにゐれている。また PLTW という工学教育ࢪࣟࣉ

「工学ࢺࢵ࣎ࣟ」との関ಀで編㞟された教科書という性格から、『工学への門戸』のࢺࢡ࢙

部分については、ࣟ そのものに↔点をᙜて㸪ࣟࢺࢵ࣎ のṔྐや✀㢮㸪さらには動సのࢺࢵ࣎

௙⤌みなどの学習内容で構成されている点に≉Ⰽがあるということができる。 
 
㸦㸱㸧࣮࢜３５ࣥࣙࢩ࣮࣓ࢺ） 

つࡂの第 18 ❶では、「࢜ーࢺメーࣙࢩン」についてㄝ᫂している。まず第１⠇「あなた᪉

の世界の࢜ーࢺメーࣙࢩン」では、現代♫఍の日常生άで฼⏝されている「࢜ーࢺメーࣙࢩ

ン」についてゐれ、現代の౽฼な生άが࢜ーࢺメーࣙࢩンにᨭ࠼られていることを⤂௓して

いる。 
またこの❶では、࢜ ーࢺメーࣙࢩンとは、ࢭンࢧーに信ྕがධ力され、それにᛂࡌて௙事

が⮬動的に行われることにもゐれている。さらに࢜ーࢺメーࣙࢩンが౑われている౛とし

て㸪෭ᬮᡣ⏝の⮬動 ᗘㄪ⠇⿦置などをᣲࡆている。 
 つࡂにྲྀり上ࡆられているのは、製造工場の中で⏝いられる࢜ーࢺメーࣙࢩンである。そ

こでは、࢜ ーࢺメーࣙࢩン化によってᚓられた製造の฼点についてもゐれている。その内容

は、ᾘ㈝⪅がపコスࢺで製ရを手にධれることができることや、ရ質のⰋい製ရを製造する

ことがྍ⬟になったことである。 
以ୗでは、⮬動化された製造工程として同書がᣲࡆている、「コンピュータ᥼⏝設ィ」

（CAD）、「コンピュータ᥼⏝製造」（CAM）、「コンピュータ統括製造」（CIM）、「ࢢࣟࣉラ

(FMS)「࣒ࢸスࢩᰂ㌾製造」、（work cell）「ルࢭస業」、ーラ」（PLC）ࣟࢺコンࢡࢵࢪルࣟࣈ࣐
の部分のグ㏙についてみることとする。 
 
ձ ࢱ࣮ࣗࣆࣥࢥ᥼⏝タィ㸦CAD㸧３６） 

 まず「コンピュータ᥼⏝設ィ（Computer-aided-design）」（以ୗ「CAD」）についてのㄝ

᫂がある。本書では、「CAD」とは、コンピュータ⏬㠃の中で୕ḟඖࣔࢹルの製ရの設ィ図

をᥥくことができるࢩス࣒ࢸであるとㄝ᫂している。 
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ղ ࢱ࣮ࣗࣆࣥࢥ᥼⏝〇㐀㸦CAM㸧３㸵） 

 つࡂにᢅわれているのは、「コンピュータ᥼⏝製造（Computer-aided-manufacturing）」
（以ୗ「CAM」）である。「CAM」とは、コンピュータでไᚚされた機械を製造工程におい

て౑⏝することであり、「コンピュータ数್ไᚚ（computer-numerical-control）」（以ୗ

「CNC」）と࿧ばれるコーࢻをㄞみ㎸ࡴことによって、そこで౑⏝される機械がస動すると

ㄝ᫂している。また「CNC」とは、ࢢࣟࣉラ࣒ゝㄒであり、工స機械に対してどのようなస

業を行うのか正確に伝࠼ることができるとも㏙べている。 
 なお本書では㸪ඛ㏙の「CAD」が工స機械に対してษ๐の࿨௧をすることもྍ⬟であり㸪

そのたࡵに「CAD」⏝の➃ᮎが「CAM」⏝の機械に┤᥋的に᥋⥆された工程を、「CAD/CAM」

と࿧ࡪことにもゐれている。 
 
 （ᣓ〇㐀㸦CIM㸧３㸶⤫ࢱ࣮ࣗࣆࣥࢥ ③
 「CAD」、「CAM」にᘬ⥆いてྲྀり上ࡆられているのが、「コンピュータ統括製造

（Computer-integrated-manufacturing）」（以ୗ「CIM」）である。「CIM」は、「CAD/CAM」

に加࠼、工程の⟶⌮、材料のⓎὀ、製ရのฟⲴなどをྵࡴ製造工程全యを、コンピュータを

通してㄪᩚするࢩス࣒ࢸであるとㄝ᫂している。 
 
մ ࣮ࣛࣟࢺࣥࢥࢡࢵࢪࣟࣝࣈ࣐ࣛࢢࣟࣉ㸦PLC㸧３㸷） 

 つࡂに本書では、「ࢢࣟࣉラ࣐ࣈルࣟࢡࢵࢪコンࣟࢺーラ（programmable logic 
controller）」（ࢩーࢣンࢧ。以ୗ「PLC」）について㏙べている。この PLC については、ࣉ

がྍ⬟なᑠᆺコンピュータで、≉定の㝈定された࿨௧を機械や⿦置に伝㐩ࢢラ࣒࣑ンࢢࣟ

するものであり、またࢭンࢧに᥋⥆されて౑⏝されることが多いことにもゝཬしている。 
 
յ సᴗࣝࢭ㸦work cell㸧４㸮） 
 つࡂに本書では㸪「స業ࢭル（work cell）」について学習することになっている。この「స

業ࢭル」について本書は、同一の部ရに対して、一ᗘに数✀㢮の加工を行うことをព図した、

一連のࣟ࣎ࢺࢵや機械をഛ࠼たస業編成の༢位であるとつ定している。また「స業ࢭル」が

↓㥏を┬くことを目的としている「リーン生産᪉ᘧ」に㔜要なᙺ目を果たしていることにも

ゐれておりまた、完全に⮬動化されていない「స業ࢭル」の場合、1 人の人間が１つの部ရ

を製造するたࡵに、ఱ✀㢮もの工ලや機械を一ᗘに౑⏝しなければならないたࡵ、多㠃的な

⬟力をᣢった人材の㞟ᅋが必要となることにもゝཬしている。 
 
ն ᰂ㌾〇㐀࣒ࢸࢫࢩ㸦FMS㸧４１） 

本書では㸪「ᰂ㌾製造ࢩス࣒ࢸ（Flexible Manufacturing System）」（以ୗ「FMS」）につ

いても学習することになっている。まず「FMS」の≉ᚩとして、ࢢࣟࣉラ࣒の変᭦によっ

て、᪂しい設ィや部ရの௙ᵝに対ᛂできること、また市場の㔜要な変化にもすࡄ対ᛂできる
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ことをᣲࡆている。またその฼点として、①生産性の向上とရ質の向上により大㔞生産がྍ

⬟になったこと、②᪂しい生産ラ࢖ンを設定するたࡵの‽ഛᮇ間が減ったこと、③労働コス

 。られているࡆることなどもᣲࡏをపୗさࢺ
 
こうして本書の「生産ࢩス࣒ࢸ」の部分では、①㘫造、㗪造、ࣉラスࢡࢵࢳ成ᙧなどの㔠

ᒓࣉ・ ラスࢡࢵࢳ加工ἲ、②ࣟ࣎ࢺࢵ工学、③࢜ーࢺメーࣙࢩン（CAD、CAM、CIM、FMS）
など、現代の工場生産に౑⏝されている材料加工ἲや製造技術に関するㄝ᫂が中心となっ

ている。 
なおこのような≉ᚩをᣢつ同書の「生産ࢩス࣒ࢸ」に関する内容は、1980 年代以降、「技

術」における「製造技術」に関する内容をⓎᒎさࡏたものと見ることができる。事実この教

科の教科書の代⾲的なもののࡦとつである、ඛ㏙の『技術㸸今日とᮍ来』では、「製造」の

部分において、工場生産で生産ィ⏬や実際の生産ά動について、コンピュータ技術がά⏝さ

れていることにゐれている４２）。しかし同書の場合、CAD、CAM など、それࡒれの技術の

内容に関するㄝ᫂がそれほどヲしいとはい࠼ない。これに比べて『工学への門戸』の場合、

①㗪造、㘫造ࣉ、 ラスࢡࢵࢳ成ᙧなどの㔠ᒓࣉ・ ラスࢡࢵࢳ加工ἲ、②ࣟ࣎ࢺࢵ工学、③CAD、

CAM、FMS など生産現場におけるコンピュータไᚚ技術の฼⏝など、ಶ々の技術の内容に

関するㄝ᫂がヲ⣽になっていることも指摘される。 
以上のように『工学への門戸』の「生産ࢩス࣒ࢸ」の部分については、ࣟ࣎ࢺࢵ工学や

CAM、FMS などコンピュータไᚚ技術等の内容に㔜点が置かれているということができ

る。 
 

 
㸱㸬ࠗ ᕤᏛࡢ࡬㛛ᡞ࠘にࡿࡅ࠾ᡭᕤල➼にࡿࡼᮦᩱຍᕤ࣭〇㐀ᢏ⾡４３࠸ᢅࡾྲྀࡢ） 

つࡂに『工学への門戸』において手工ල等による材料加工がどのようにᢅわれているかに

ついて᳨ウする。同書では、コンピュータไᚚ技術など現代の工場で行われている製造工程

に関する内容が㔜どされていることは、これまでみてきた通りである。 
しかし一᪉日本のみならずアメリカにおいても、普通教育としての技術教育では、手工ල

等による材料加工が㔜どされてきた。ඛ㏙のようにアメリカにおける普通教育としての技

術教育の教科は、1980 年代以降、手工ල等を౑⏝した木材加工・㔠ᒓ加工が大きな比㔜を

༨ࡵていた「産業科」から、現代技術に関する内容の教授を㔜どした「技術科」へと変᭦さ

れた。またᚋ⪅の「製造技術」では、コンピュータไᚚなど現代の工場生産で฼⏝されてい

る技術に関するㄝ᫂などの比㔜が大きくなってきた。しかし実習౛を᳨ウすると、伝統的な

手工ලを฼⏝した材料加工の内容が㔜どされていると⪃࠼られる４４）。こうしたことをᛕ㢌

に置くならば、本書において、それに㢮ఝした内容がどのようにྲྀりᢅわれているかは、普

通教育としての技術教育についてㄽࡌるう࠼で見ⴠとすことのできない点であると⪃࠼ら

れる。 
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ことをᣲࡆている。またその฼点として、①生産性の向上とရ質の向上により大㔞生産がྍ

⬟になったこと、②᪂しい生産ラ࢖ンを設定するたࡵの‽ഛᮇ間が減ったこと、③労働コス

 。られているࡆることなどもᣲࡏをపୗさࢺ
 
こうして本書の「生産ࢩス࣒ࢸ」の部分では、①㘫造、㗪造、ࣉラスࢡࢵࢳ成ᙧなどの㔠

ᒓࣉ・ ラスࢡࢵࢳ加工ἲ、②ࣟ࣎ࢺࢵ工学、③࢜ーࢺメーࣙࢩン（CAD、CAM、CIM、FMS）
など、現代の工場生産に౑⏝されている材料加工ἲや製造技術に関するㄝ᫂が中心となっ

ている。 
なおこのような≉ᚩをᣢつ同書の「生産ࢩス࣒ࢸ」に関する内容は、1980 年代以降、「技

術」における「製造技術」に関する内容をⓎᒎさࡏたものと見ることができる。事実この教

科の教科書の代⾲的なもののࡦとつである、ඛ㏙の『技術㸸今日とᮍ来』では、「製造」の

部分において、工場生産で生産ィ⏬や実際の生産ά動について、コンピュータ技術がά⏝さ

れていることにゐれている４２）。しかし同書の場合、CAD、CAM など、それࡒれの技術の

内容に関するㄝ᫂がそれほどヲしいとはい࠼ない。これに比べて『工学への門戸』の場合、

①㗪造、㘫造ࣉ、 ラスࢡࢵࢳ成ᙧなどの㔠ᒓࣉ・ ラスࢡࢵࢳ加工ἲ、②ࣟ࣎ࢺࢵ工学、③CAD、

CAM、FMS など生産現場におけるコンピュータไᚚ技術の฼⏝など、ಶ々の技術の内容に

関するㄝ᫂がヲ⣽になっていることも指摘される。 
以上のように『工学への門戸』の「生産ࢩス࣒ࢸ」の部分については、ࣟ࣎ࢺࢵ工学や

CAM、FMS などコンピュータไᚚ技術等の内容に㔜点が置かれているということができ

る。 
 

 
㸱㸬ࠗ ᕤᏛࡢ࡬㛛ᡞ࠘にࡿࡅ࠾ᡭᕤල➼にࡿࡼᮦᩱຍᕤ࣭〇㐀ᢏ⾡４３࠸ᢅࡾྲྀࡢ） 

つࡂに『工学への門戸』において手工ල等による材料加工がどのようにᢅわれているかに

ついて᳨ウする。同書では、コンピュータไᚚ技術など現代の工場で行われている製造工程

に関する内容が㔜どされていることは、これまでみてきた通りである。 
しかし一᪉日本のみならずアメリカにおいても、普通教育としての技術教育では、手工ල

等による材料加工が㔜どされてきた。ඛ㏙のようにアメリカにおける普通教育としての技

術教育の教科は、1980 年代以降、手工ල等を౑⏝した木材加工・㔠ᒓ加工が大きな比㔜を

༨ࡵていた「産業科」から、現代技術に関する内容の教授を㔜どした「技術科」へと変᭦さ

れた。またᚋ⪅の「製造技術」では、コンピュータไᚚなど現代の工場生産で฼⏝されてい

る技術に関するㄝ᫂などの比㔜が大きくなってきた。しかし実習౛を᳨ウすると、伝統的な

手工ලを฼⏝した材料加工の内容が㔜どされていると⪃࠼られる４４）。こうしたことをᛕ㢌

に置くならば、本書において、それに㢮ఝした内容がどのようにྲྀりᢅわれているかは、普

通教育としての技術教育についてㄽࡌるう࠼で見ⴠとすことのできない点であると⪃࠼ら

れる。 
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『工学への門戸』の場合、手工ල等を౑⏝した材料加工に関する内容は、㡫数が 430 㡫

中ഹか 16 㡫（⣙ 3.7㸣）とᴟࡵて少ないものの、第３部「工学設ィ」のうࡕ第㸶❶「ヨస

ရの製స」の一⎔としてᢅわれている。 
まず「ヨసရの製స」の部分にධる๓に、それをྵࡴ本書の設ィに関する部分、すなわࡕ

第２部「工学的なアࢹ࢖アの伝㐩」４５）、第３部「工学設ィのࣔࢹル化」４６）の部分につい

て、再ᗘゐれておくこととする。まず๓⪅では、スࢳࢵࢣの᭷⏝性やそのたࡵの技ἲ㸪さら

には必要とされる工ලや「等ゅ図」、「第୕ゅἲ」などの図ἲについて学習することになって

いる。 
また第３部「工学設ィのࣔࢹル化」のうࡕ、第㸵❶「ಀ数ࣔࢹル」４㸵）においては、部ရ

のస業に関するコンピュータ・࣑ࢩュࣞーࣙࢩンなどの内容がᢅわれ、それにᘬき⥆いて第

㸶❶「ヨసရの製స」４㸶）で、これからゐれるヨసရ製సのたࡵの手工ලを⏝いた材料加工

がྲྀり上ࡆられている。 
この「ヨసရの製స」は、第 1 ⠇から第 3 ⠇で構成されている。そのうࡕ第２⠇「材料」

では、まず材料の分㢮についてのㄝ᫂があり、材料が大きく「ኳ↛材料」と「合成材料」の

２✀㢮に分㢮することができるとㄝ᫂している。そのう࠼でኳ↛材料の౛として、木材、㔠

ᒓが、また合成材料の౛としてはࣉ、 ラスࢡࢵࢳがᣲࡆられている。つࡂにゝཬされている

のは材料の性質であり、そこでは、ᵝ々な材料の≉性の一つとして「機械的≉性」がྲྀり上

られている。その内容としては、「◳さ」、「⢓りᙉさ」、「ᙎ性」、「ྍረ性」、「⬤さ」、「ᘏࡆ

性」、「ᙉᗘ」がิᣲされている。さらにこれらの≉性については㸪㛗年にわたり研究が㔜ࡡ

られていることへのゝཬもみられる。 
さらに第３⠇「工ල」では㸪工ලの定⩏と✀㢮について学習することになっている。まず

工ලの定⩏（「工ලとはどのようなものであるか」）については、それを人々の௙事をຓける

ものとつ定している。つࡂにこの⟠ᡤでは、工ලの⠊ᅖにもゐれ、それには、ࣁン࣐ーのよ

うに௙⤌みが⡆༢なものから、フラ࢖ス┙などのようにコンピュータไᚚされた」㞧なも

のまで、ᵝ々なものをྵࡴと㏙べている。 
同書では、これらの工ලのうࡕ「手工ල」に比㍑的大きな㡫数を๭き、その⟠ᡤでは「け

がき工ල」（各✀の定つなど）や「分㞳⏝工ල」（のこࡂり、カン࣑ࣀ、ࢼなど）、「᥋合工ල」

を中心にゐれている。それと同時にⱝᖸではあるが、⣒（ン࣐ー等ࣁ、ࢳᅇし、ࣞンࡌࡡ）

のこ┙や࣎ール┙のような電動機ჾもྲྀり上ࡆている。 
こうして本書では、手工ලによる材料加工もⱝᖸはྲྀり上ࡆられているものの、それは、

あくまでも「ヨసရの製స」の一⎔というᢅいであり、また㡫数もᴟࡵて少なくなっている

ことを指摘しておく必要があろう。 
 

 め࡜ࡲ

本✏では、現代アメリカにおける普通教育としての技術教育教科書のࡦとつである『工学

への門戸』を分ᯒし、①その全య的な構成から見られる内容的≉ᚩ、②「生産ࢩス࣒ࢸ」の
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部分の分ᯒにより、材料加工や製造に関する技術にみられる同書の内容の≉ᚩをゎ᫂する

ことをព図した。 
まず本書の全య的な構成に見られる内容上の≉ᚩについて、みることとする。同書の内容

は、ࣟ࣎ࢺࢵ工学、࢜ーࢺメーࣙࢩン（CAD、CAM、FMS など）等、いわࡺるࢡࢸ࢖ࣁ技

術に関する内容をかなりྵࢇでおり、その点で 1980 年代以降の「技術科」や ITEA『スタ

ンࢲーࢻ』と同ᵝのᚿ向をᣢつものであることはྰ定できない。しかし『工学への門戸』の

場合、①「コ࣑ュࢣࢽーࣙࢩン技術」、「製造技術」、「エネルギー／動力／㍺㏦技術」、「建築

技術」という４つの内容が୪ิ的に㓄置されている、「技術科」の内容構成、②工業技術の

みならず㎰業技術、་⒪技術などの内容をྵࡴ「スタンࢲーࢻ」とかなりᵝ┦を異にしてお

り、「設ィ」Ѝ「エネルギー」Ѝ「電気・電Ꮚ」Ѝ「生産ࢩス࣒ࢸ」というᙧで、すべての

内容が、᭱⤊的には製造技術に↔点化されるᙧで編成されていることは、ὀ目される。 
第２に「生産ࢩス࣒ࢸ」の内容についてみることとする。この部分では、①㘫造、㗪造、

ンࣙࢩメーࢺ工学、③࢜ーࢺࢵ࣎ࣟ②、加工ἲࢡࢵࢳラスࣉ・成ᙧなどの㔠ᒓࢡࢵࢳラスࣉ

（CAD、CAM、FMS など）のように、現代の工場生産で౑⏝されている製造技術に関する

グ㏙が㔜どされている。 
こうした内容も、「技術科」における「製造技術」に関する内容をⓎᒎさࡏたものと見る

こともྍ⬟である。事実同教科の代⾲的な教科書のࡦとつである『技術㸸今日とᮍ来』では、

「製造」の部分において、工場生産におけるコンピュータไᚚࢩス࣒ࢸの฼⏝などについて

かなりヲしくゐれている。しかし『工学への門戸』の場合、๓⪅と比べて、①㔠ᒓ・ࣉラス

工学、③生産現場におけࢺࢵ࣎ࣟ②、（成ᙧなどࢡࢵࢳラスࣉ、㗪造、㘫造）加工ἲࢡࢵࢳ

るコンピュータ技術の฼⏝（CAD、CAM、FMS など）等について、ಶ々の技術の内容に関

するㄝ᫂がヲ⣽になっていることも指摘される。 
本書をฟした PLTW においては、᭱初に㧗校に┦ᙜする࢖ࣁ・スࢡールの教育課程が設

定され、それをもとにして࣑ࢻル・スࢡールẁ㝵の教育課程が⟇定された⤒⦋があるので、

その教育課程開Ⓨ㐣程に対しては「ୗ構ᆺ」のものࡔとの指摘４㸷）もある。しかし同書の内

容は、今ᚋの日本の技術教育のあり᪉を⪃࠼る上でཧ⪃になると⪃࠼られる。ඛ㏙のように

日本の中学校技術科の内容構成は、2008 年版学習指導要領では、国際的な動向にἢったも

のになった。しかし実際の教科書の「材料と加工の技術」の内容を、┦変わらず木材加工な

ど手工ලを中心とした実習に多くの㡫数を๭いている５㸮）。 
 これに対し『工学への門戸』の「生産ࢩス࣒ࢸ」の部分の内容は、ࣟ࣎ࢺࢵ工学やコンピ

ュータไᚚ技術の内容を㔜どしている点は、今ᚋの日本の技術教育のあり᪉にも♧၀を୚

られる。またアメリカにおける「技術科」から「工学」、「技術・工学」への以降࠼⪄ると࠼
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